
別紙様式２号

整備事業
Ⅰ　産地競争力の強化・輸出拡大に向けた広域集荷環境の整備を目的とする取組用

（三重県　平成27年度）

メ
ニュー

①

メ
ニュー

②
事業内容 事業費

備考

（円）

（工種、
施設区
分、構
造、規

格、能力
等）

交付金
都道
府県
費

市町村費 その他

多気
町

多気郡
農業協
同組合

果樹
（柿）

【農畜
産物輸
出に向
けた体
制整
備】

輸出量
の増加

輸出向
け出荷
量

1.5t

輸出向
け出荷
量

4.1t

輸出向
け出荷
量

20.2t

輸出向
け出荷
量

12.3t

輸出向
け出荷
量

20.5t

輸出向
け出荷
量

5.5t

475%

海外での
認知及び
評価が進
み、輸出
向け出荷
量20.5t
と目標を
達成し
た。

果樹
（柿）

【産地
競争力
の強
化】

販売額
の増加

10a当
り販売
額
170,67
0円

98,066
,998円
／
5746a

10a当
り販売
額
163,54
7円

93,221
,800円
／
5700a

10a当
り販売
額
251,34
5円

143,26
6,652
円／
5700a

10a当
り販売
額
126,14
9円

71,905
,012円
／
5700a

10a当
り販売
額
184,44
5円

106,24
0,589
円／
5760a

10a当
り販売
額
200,47
4円

116,91
2,318
円／
5832a

46%

輸出向け
出荷量の
増加によ
り販売額
は向上し
たもの
の、台風
の影響等
により目
標を達成
すること
ができな
かった。

集出荷貯
蔵施設(撰
果プラン
ト一式)

122,580,000 54,288,000 5,000,000 63,292,000

平成
29年3
月17
日

海外での評価も
高く輸出量が拡
大し、生産者の
栽培意欲が向上
した。一方で販
売額は、度重な
る台風等により
スレ果・傷果が
多く、共選率
70%、赤秀率
32.4%と2割程度
減少したことか
ら目標に至らな
かった。これに
対して、栽培管
理の徹底により
秀品を栽培し、
共同選果の利用
率を高めること
により、目標達
成に向けて組織
内での意識統一
を図り、目標達
成を目指す。

海外での認
知及び評価
が進んだこ
とから、輸
出向け出荷
量は目標を
大きく上回
ることがで
きた。引き
続き取組を
支援し、販
売額の目標
についても
達成を目指
す。

261%
総合
所見

 （注）１　別紙様式１号の２のⅠに準じて作成すること。

　　 　２　別添として、各事業実施主体が作成した事業実施状況報告書を添付すること。

　　 　３　「事業実施主体の評価」欄と、「都道府県の評価」欄については、評価の対象となる年度のみ、それぞれの所見を記入すること。

　　 　４　「総合所見」欄については、評価実施年度の取組について、都道府県全体の総合所見を記入すること。

　 　　５　「都道府県平均達成率」欄は、都道府県において事業実施地区で掲げている成果目標毎の達成率の平均値とする。

４年後
（平成
30年）

事業実施主体の
評価

達成率

都道府県事業実施状況報告書及び評価報告書

市町
村名

事業実
施主体

名

成果目
標の具
体的な
内容①

事業実施後の状況①

成果目標
の具体的
な実績①

成果目
標の具
体的な
内容②

事業実施後の状況②

１年後
（平成
27年）

２年後
（平成
28年）

達成率

３年後
（平成
29年）

都道府県平均
達成率

輸出向け出荷量が目標を大きく上回ったことから261%となった。引き続き取組を支援し、販売額についても目標達成を目指す。

３年後
（平成
29年）

４年後
（平成
30年）

目標値
（平成
30年）

目標値
（平成
30年）

（対象
作物・
畜種等
名）②

計画時
（平成
26年）

成果目標
の具体的
な実績②

負担区分（円）

都道府県の
評価

（対象
作物・
畜種等
名）①

計画時
（平成
26年）

１年後
（平成
27年）

２年後
（平成
28年）

完了
年月
日


